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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月15日(2016.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　複数の復号レイヤコンポーネントを生成するためにビデオデータを復号することと、こ
こにおいて、各復号レイヤコンポーネントが、あるタイプのものであり、前記複数の復号
レイヤコンポーネントのタイプが、マルチビュービデオデータのテクスチャビュー、マル
チビュービデオデータの深度ビュー、スケーラブルビデオデータのベースレイヤ、または
スケーラブルビデオデータの１つまたは複数のエンハンスメントレイヤの各々のうちの少
なくとも１つを含む、を備え、
　復号レイヤコンポーネントの異なるタイプが各それぞれのサブユニットに記憶されるよ
うに、前記複数の復号レイヤコンポーネントを復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）のサブユ
ニットに記憶することと、
　前記サブユニットに対してＤＰＢ管理プロセスを実行することと、ここにおいて、前記
ＤＰＢ管理プロセスが、前記サブユニットの各々について独立して管理される、
を特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記ＤＰＢ管理プロセスが、前記それぞれのサブユニットから前記複数の復号レイヤコ
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ンポーネントのうちの１つの復号レイヤコンポーネントを削除すること、または前記それ
ぞれのサブユニット中の前記複数の復号レイヤコンポーネントのうちの１つの復号レイヤ
コンポーネントを、参照のために使用されないとマークすることのうちの１つまたは複数
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サブユニットに対して前記ＤＰＢ管理プロセスを実行することが、
　アクセスユニット中の第１の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロセ
スを実行することと、
　前記アクセスユニット中の他の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロ
セスを実行することと
を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ビデオデータを処理するように構成された装置であって、前記装置が、
　　複数の復号レイヤコンポーネントを生成するためにビデオデータを復号すること、こ
こにおいて、各復号レイヤコンポーネントが、あるタイプのものであり、前記複数の復号
レイヤコンポーネントのタイプが、マルチビュービデオデータのテクスチャビュー、マル
チビュービデオデータの深度ビュー、スケーラブルビデオデータのベースレイヤ、または
スケーラブルビデオデータの１つまたは複数のエンハンスメントレイヤの各々のうちの少
なくとも１つを含む、を備え、
　　復号レイヤコンポーネントの異なるタイプが各それぞれのサブユニットに記憶される
ように、前記複数の復号レイヤコンポーネントを復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）のサブ
ユニットに記憶し、
　　前記サブユニットに対してＤＰＢ管理プロセスを実行する、ここにおいて、前記ＤＰ
Ｂ管理プロセスが、前記サブユニットの各々について独立して管理される、ことを特徴と
するビデオコーダ
を備える、装置。
【請求項５】
　前記ＤＰＢ管理プロセスが、前記それぞれのサブユニットから前記複数の復号レイヤコ
ンポーネントのうちの１つの復号レイヤコンポーネントを削除すること、または前記それ
ぞれのサブユニット中の前記複数の復号レイヤコンポーネントのうちの１つの復号レイヤ
コンポーネントを、参照のために使用されないとマークすることのうちの１つまたは複数
を備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記ビデオコーダが、
　アクセスユニット中の第１の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロセ
スを実行することと、
　前記アクセスユニット中の他の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロ
セスを実行することと
を行うようにさらに構成された、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　ビデオデータを処理するように構成された装置であって、前記装置が、
　複数の復号レイヤコンポーネントを生成するためにビデオデータを復号するための手段
、ここにおいて、各復号レイヤコンポーネントが、あるタイプのものであり、前記複数の
復号レイヤコンポーネントのタイプが、マルチビュービデオデータのテクスチャビュー、
マルチビュービデオデータの深度ビュー、スケーラブルビデオデータのベースレイヤ、ま
たはスケーラブルビデオデータの１つまたは複数のエンハンスメントレイヤの各々のうち
の少なくとも１つを含む、を備え、
　復号レイヤコンポーネントの異なるタイプが各それぞれのサブユニットに記憶されるよ
うに、前記複数の復号レイヤコンポーネントを復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）のサブユ
ニットに記憶するための手段と、
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　前記サブユニットに対してＤＰＢ管理プロセスを実行するための手段と、ここにおいて
、前記ＤＰＢ管理プロセスが、前記サブユニットの各々について独立して管理される、
　を備えることを特徴とする、装置。
【請求項８】
　前記ＤＰＢ管理プロセスが、前記それぞれのサブユニットから前記複数の復号レイヤコ
ンポーネントのうちの１つの復号レイヤコンポーネントを削除すること、または前記それ
ぞれのサブユニット中の前記複数の復号レイヤコンポーネントのうちの１つの復号レイヤ
コンポーネントを、参照のために使用されないとマークすることのうちの１つまたは複数
を備える、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記サブユニットに対して前記ＤＰＢ管理プロセスを実行するための前記手段が、
　アクセスユニット中の第１の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロセ
スを実行するための手段と、
　前記アクセスユニット中の他の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロ
セスを実行するための手段と
を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　実行されたとき、ビデオデータを処理するように構成されたデバイスの１つまたは複数
のプロセッサに、
　複数の復号レイヤコンポーネントを生成するためにビデオデータを復号すること、ここ
において、各復号レイヤコンポーネントが、あるタイプのものであり、前記複数の復号レ
イヤコンポーネントのタイプが、マルチビュービデオデータのテクスチャビュー、マルチ
ビュービデオデータの深度ビュー、スケーラブルビデオデータのベースレイヤ、またはス
ケーラブルビデオデータの１つまたは複数のエンハンスメントレイヤの各々のうちの少な
くとも１つを含む、を行わせ、
　復号レイヤコンポーネントの異なるタイプが各それぞれのサブユニットに記憶されるよ
うに、前記複数の復号レイヤコンポーネントを復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）のサブユ
ニットに記憶することと、
　前記サブユニットに対してＤＰＢ管理プロセスを実行することと、ここにおいて、前記
ＤＰＢ管理プロセスが、前記サブユニットの各々について独立して管理される、
を行わせることを特徴とする命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１１】
　前記ＤＰＢ管理プロセスが、前記サブユニットから前記複数の復号レイヤコンポーネン
トのうちの１つの復号レイヤコンポーネントを削除すること、または前記サブユニット中
の前記複数の復号レイヤコンポーネントのうちの１つの復号レイヤコンポーネントを、参
照のために使用されないとマークすることのうちの１つまたは複数を備える、請求項１０
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記命令が、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　アクセスユニット中の第１の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロセ
スを実行することと、
　前記アクセスユニット中の他の復号レイヤコンポーネントに対して前記ＤＰＢ管理プロ
セスを実行することと
をさらに行わせる、請求項１１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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